
ＪＡと連携した農業普及活動

白ねぎは、鳥取県を代表する特産野菜であり、西日本
でも有数の産地である。なかでも、県西部地域は本県の
主産地であり、産地を維持するには生産者の確保が重要
な課題となっている。
こうしたなか、次世代の担い手である若手生産者から
も、腰痛をはじめとする疾患の声が聞かれ、生産上の課
題として浮かび上がっていた。
【産地概要】
ＪＡ鳥取西部白ねぎ部会
・農家戸数619戸（平成29年）
・栽培面積270ha（令和元年）

アンケートによる実態把握
平成29年度にＪＡ鳥取西部と協力して、生産者アンケ
ートを実施したところ、腰痛のある人は54％にのぼり、
特に負担のかかる作業が株元への土寄せ（土押さえ）、収
穫・運搬であることがわかった（図１、２）。
そこで、鳥取大学医学部の協力を得て「白ねぎ作業改
善プロジェクトチーム」を設置し（図３）、作業姿勢の改
善と軽労化および身体的管理の二面から腰痛対策に取り
組むことにした。
対策案の開発・実証
①ねぎレーキの改良・開発、ローラー式培土機の実証
ねぎレーキについては、従来の市販品では「中腰の作

背景背景景背景背景背背景背背

活動内容活動内容動内容活動内活動活活動活活

白ねぎ栽培における
作業改善と身体的管理から取り組む腰痛対策

鳥取県西部地域は、本県の特産である白ねぎの主産地となっている。白ねぎ栽培では、生産者の多くが収穫作業など
での腰痛に悩まされていた。そこで、鳥取県西部農業改良普及所では、鳥取大学医学部の協力を得て「白ねぎ作業改
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業姿勢の改善および軽労化、身体的管理の二面から栽培作業改善に取り組んだ。

実演会、現地指導会、セミナーなどで改善策をＰＲ
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図３　白ねぎ作業改善プロジェクトチームの組織図
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図１　白ねぎ栽培での身体的負担部位

運搬 93 人　39％

土押さえ 97 人　41％

そ
の
他

定
植
補
植

肥
料
散
布

搬
入
・
搬
出

結
束

皮
剝
ぎ

根
切
り

コ
モ
運
搬

収
穫

と
め
作
業

（
人
）

140

120

100

80

60

40

20

０

収穫 119 人　50％

図２　白ねぎ栽培での負担が大きい作業

谷口　恵鳥取県西部総合事務所　農林局　西部農業改良普及所



業姿勢で疲れる」「作業を続けると農具に土が付着して重
くなる」といった声があり、農具メーカーと柄の長さや
押さえ板などの改良を重ね、ＪＡ鳥取西部と共催の実演
会を通じて生産者の声の把握と商品化に向けた調整を進
めた（写真１）。また、ローラー式培土機については、現
地実証により効果を確認した。
②収穫作業姿勢の改善
負担の少ない作業姿勢を検証するため、筋電計を用い
て腰部にかかる負荷を測定し、作業姿勢の比較や収穫作
業時の中腰姿勢を改善するため「高さ調整作業台」の実
証（写真２）と、「ブロッコリー運搬台車」を利用したノ
ーリフティング法の検討を行った。
③鳥取大学医学部との連携による腰痛対策の検討
鳥取大学医学部のアドバイスを得ながら、若手生産者
と腰痛対策に取り組んだ。整形外科医による「腰痛対策
セミナー」を開催し、身体的側面における基礎知識を得
るとともに、理学療法士からは筋力強化・ストレッチの
指導も行われた。
④腰痛対策普及のための教材作成および現地指導
腰痛の基礎知識、腰ラクラク白ねぎ体操、負担の少な
い作業姿勢などについて動画を作成して県ホームページ
などで公開した（写真３）。ＪＡ鳥取西部と協力して動画
紹介パンフレットを全戸に配付し、また、普及員自らが
現地指導会などで、現在までに145回、延べ839人に対
して体操を実演指導し普及に努めた。

作業改善
ねぎレーキ１種、ローラー式培土機の２種が完成し、県
下で農具は45本、機械は87台が普及した。また、「高さ
調整作業台」は２戸で導入され、「ブロッコリー運搬台
車」を利用したノーリフティング法は、１戸が運搬台車
を導入した。
今後も、実演会や現地指導会などでいっそうの周知と
導入に向けて取り組んでいく。
また、新たな課題として、収穫調整作業において動線
や特に調整時の品質を維持するための温度管理など、改
善の余地が大きいこともわかっており、優良事例を収集
しながら対策の検討を進めている。
身体的管理
腰痛対策セミナーの開催により、生産者自身による身
体管理の重要性が認識され、動画の閲覧や実演指導によ
り、「腰らくらく白ねぎ体操」を実践する生産者が増えて
きた。当普及所では、今後もＪＡ鳥取西部と連携し、研
修会などを通じてさらなる定着をめざしていく。
また、医学的検査をサンプル的に導入して内容の充実
を図り、鳥取大学医学部とも連携を深めることとしてい
る。

成果と課題成果と課果と課題成果と成果成成果成成

写真１　 改良・商品化した
改良ねぎレーキ

写真３
現地研修会での腰ラクラク
白ねぎ体操の実演指導（左）および
腰ラクラク白ねぎ体操（３分17秒）
の紹介（動画監修：鳥取大学医学部）

写真２　高さ調節作業台による機械収穫作業における作業姿勢の改善

腰痛


